
日 時 ：2017 年 2 月 28 日 （火曜日）：Kick Off   19:15                                        

場 所 ：デュッセルドルフ市郊外グラウンド                           

■ 試合結果 ■ 

全 日 本 大 学 選 抜                 SC デュッセルドルファー・ウェスト 

 

■ 得 点 ■ 

〔時間〕     〔チーム〕       〔得点者〕      〔アシスト〕 

  12 分      全日本大学選抜     旗手怜央        なし 

41 分      全日本大学選抜     中野誠也         なし 

61 分      全日本大学選抜     守田英正      ジャーメイン良 

71 分      全日本大学選抜    ジャーメイン良      なし 

75 分      全日本大学選抜    ジャーメイン良     矢島輝一 

77 分      全日本大学選抜    ジャーメイン良     岩武克弥 

■ 交 代 ■ 

〔時間〕 

 30 分／IN 岩武 OUT 黒川  HT／IN 永石 OUT 小島 HT／IN 鈴木 OUT 宮 HT／IN 菊池 OUT 柴戸 

   HT／IN 守田 OUT 重廣 HT／IN 松田 OUT 脇坂 HT／IN 米田 OUT 三笘 HT／IN 名古 OUT 山口 

   HT／IN 矢島 OUT 中野 HT／IN ジャーメイン OUT 旗手 61 分／IN 黒川 OUT 鳥海 

■ 布 陣 ■                                
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■ 戦 評 ■ 

 時折、激しく振る冷たい雨と、相手チームの事情によりキックオフ時刻が予定より 15 分遅延したドイツ遠征初戦。ゲ

ーム前のミーティングでは、体格差のある相手に対して、良い意味でボディコンタクトを避けられるような速いパス回し

を目指すこと、前日までのトレーニング内容の理解と実践を目指すことを確認し、ゲームに臨んだ。 

 システムは、相手の 1-3-5-2 に対して、全日本大学選抜は 1-4-4-2 システムを採用。開始から 10 分ほどはお互いに探

り合う展開の中、徐々に全日本大学選抜が MF ゾーンでの主導権を握り、ゲームを進める。前半 12 分、相手守備陣のや

や高い位置でボールを奪い返した旗手（順天堂大 1 年）がそのままドリブルで持ち運び、技ありのシュートを放ち、全

日本大学選抜が先制する。その後、1 点を先制された SC デュッセルドルファー・ウェストは流れを引き戻そうと体格差

を活かした攻撃を仕掛けるも、GK 小島（早稲田大 2 年）を中心に粘り強く守った。その後は中盤の主導権を全日本大学

選抜が完全に握り、前半 41 分にゴール前のこぼれ球を中野（筑波大 3 年）が豪快にゴールへ蹴りこみ前半が終了した。 

 両チームともメンバーを大幅に変更して臨んだ後半は立ち上がりから、全日本大学選抜がゲームの主導権を握ってはい

たものの、後半 1ST シュートまで 7 分近くの時間を有した事は反省すべき点である。後半 16 分になるとｼﾞｬｰﾒｲﾝ（流通

経済大 3 年）のクロスを守田（流通経済大 3 年）がヘディングで押し込み、その後は後半 26 分、30 分、32 分と立て続

けにｼﾞｬｰﾒｲﾝが得点をし、ハットトリックを達成した。DF 陣も安定した守備を披露し、失点を 0 に抑えた。 

 今遠征初のゲームで、フィニッシュの一つ前のプレーの精度や積極性、攻撃時のリスクマネジメント、守備時の連動性

など様々な課題が見られたゲームであった。今遠征を通して、見つかった課題の修正を行いたい。 

  

（文責：全日本大学選抜コーチ 西川 周吾） 


